
成城大学民俗学研究所グローカル研究センター 

ワークショップ 

社会・文化の「複数性」とグローカル研究 

―次期グローカル研究プロジェクトの策定に向けて― 

 

 

 

◆日時：2010 年 7 月 1 日（木） 18：00～20：00 

◆場所：グローカル研究センター（４号館３階） 

 

◆プログラム 

１．趣旨説明： 上杉富之グローカル研究センター長 

 ２．発表： 

 発表１．上杉富之（グローカル研究センター長） 

     「社会・文化の『複数性』とグローカル研究」 

   発表２．岩田一正（文芸学部准教授） 

  「ポスト・ナショナル時代における社会文化統合を巡る複数性の解明    

   及び創出としてのグローカル研究」 

３．コメント： 

   コメント１．小田 亮 成城大学文芸学部教授（社会人類学） 

   コメント２．阿部勘一 成城大学経済学部准教授（メディア・スタディーズ） 

   コメント３．木下 誠 成城大学文芸学部准教授（英語文学） 

コメント４．小澤正人 成城大学文芸学部教授（東洋史学） 

   コメント５．外池 昇 成城大学文芸学部教授（日本史学） 

    

４．総合討論: 

   参加者全員 

 

 

＊本ワークショップは次期「グローカル研究プロジェクト」策定のために開催するものです。 

 

 

 

   ■お問い合わせ先  

成城大学民俗学研究所グローカル研究センター 

                            ℡:03-3482-1497（内線 787） 

E-mail；glocalstudies@seijo.ac.jp 

http://www.seijo.ac.jp/research/glocal/index.html 


